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2009報告



  

会の活動を活発化させ、
FOSS4Gの認知を進める
「もっと暴れて良い」

と、スタートした2009年度でした



  

組織（役員）
! 理事（5名；3～10名）

! 森亮（支部代表者）
! 井上修 （副代表；首都圏担当）
! 林博文 （副代表；近畿圏担当）
! 古橋大地 （FOSS4Gイベント担当）
! Venkatesh Raghavan（隊長） 

! 監事（1名；1名以上）
! 嘉山陽一

! 運営委員（4名；定員無し）
! 小栗大介、若狭正生、岩崎亘典、吉田大介



  

会員
! 2009年度3月末現在

! 団体会員
" 4社（オートデスク、応用技術、マップコンシェルジュ、
オークニー）

! 個人会員（学生含む）
" 18名

! 計画では、団体会員5社、個人会員30名を目標にし
ていた



  

活動（主催イベント）
! FOSS4G Tokyo/Osaka

! 東京：2009年11月1～2日、東大駒場　ユニーク参加77名（発表者、スタッフ
除く）

! 大阪：2009年11月6～7日、大阪南港ATC　ユニーク参加約20名（発表者、ス
タッフ除く）

! OFF4G　※ジオメディアサミット忘年会と共催
! 東京：2009年12月21日、大阪2009年12月22日　

! GRASS イベント 2010
! 2010年1月27日；野村総研本社

! Osaka ミニイベント
! 2009年9月18～19日；大阪市大梅田サテライト

! 大阪市立大学インキュベータ開設記念講演
! 2010年3月2日；大阪市大杉本町キャンパス

! 生態系計測研究領域セミナー「初心者のためのWeb-GIS入門」
! 2010年3月3日；農業環境技術研究所



  

活動（外部活動への参加）
! FOSS4G 2009（シドニー）

! 2009年10月21日；活動報告（AGM；年次総会で）
! 第18回 地理情報システム学会学術研究発表大会

! 2009年10月15日；新潟朱鷺メッセ；FOSS4G Niigataと
銘打って

! 生態学会自由集会「生態学におけるFOSS4G利用」
! 2010年3月15日； 東大駒場

! ジオメディアサミット
! 2009年10月23日；シドニーからライブ参加

! OSM
! FOSS4G Tokyo/Osakaの併設イベントとしてマッピング
パーティを開催



  

活動（その他）
! GRASSとQGISの日本語対応

! 文科省の宇宙利用プロジェクト
! 2009年12月から3月末まで（3カ年プロジェクト）

! OSGeo4Wの日本語対応
! （独）科学技術振興機構（JST）「オープンソースGIS
と利用促進オープンシステムの研究」 

! GRASS本の出版
! 植村哲士さんの「自費出版」により実現

" OSGeo財団日本支部も支援



  

日常活動（Web）
! Webサイト

! ページデザインと構成を改善
! TwitterとOSGeoなRSSを埋め込み

" 月 訪問者 訪問数
" 1月 1903 5852
" 2月 1597 4379
" 3月 1966 5472
" 4月 1646 4867
" 5月 1751 5117

! メーリングリスト
! GeoServerを増設（2009年11月）

" 購読者(2010年6月18日現在）
!  discuss 219、geoserver 58、mapguide 72



  

決算（収支）
! 収入の部

! 会費収入　861,000円
! 物品販売　121,485円
! 講習会　　197,000円
! 雑収入等　　4,126円　　合計1,183,611円

! 支出の部
! FOSS4G　659,162円
! 運賃、手数料　3,220円　合計662,382円

! 収支
! 521,229円の「黒字」

" イベント開催に、東京大学空間情報科学研究センターと大阪市立大
学大学院創造都市研究科等から会場の無償提供があった



  

決算（資産）
! 資産の部

! 現金預金　952,888円　　合計952,888円
（前年繰越　431,659円）

! 負債の部
! 負債　0円　合計0円

! 資産の全額を翌期（2010年度）に繰り越し



  

2009年度の総括
! いろいろな成果

! イベントを通じてコミュニティの「場」を提供できた
! 活動全体を通じてFOSS4Gツールの普及促進を行った
! OSM、ジオメディアサミットなどの周辺コミュニティ
との連携も広がった

! 活動を担う運営委員会が機能しはじめた
! イベント参加者が増え、個人会員も増え始めた

! まだ残る課題
! 現実的には個人の献身的な活動に依存している
! 献身的な活動を支える財政支援策が不十分
さらに組織的にやるべき・・・



  

まだまだ、
暴れても良い



  

2010計画



  

年度方針（案）
! 年度方針

! アクティビティ
" FOSS4Gの認知を、GISエンジニア主体から、GISユー
ザー層まで広める

" 関連コミュニティとの交流を広げる
! 組織と財政

" 遅くとも2015年に「本家」FOSS4Gを誘致できる体制
づくりをめざし、その1年目とする



  

年度方針案説明
! アクティビティの方向性は、2009年度とほぼ同様で良いと考
える

! 一般的なGISユーザー層へのFOSS4Gの認知と普及を促進する
! そのためには、FOSS4G Tokyo/Osakaの開催だけでな
く、GISユーザー層が集まるイベント・セミナー等での活動に
これまで以上に力を入れる

! そうすると、定常的な活動負担が増すので、運営体制（人）の
充実と、活動に伴う費用の支援体制の確立が必要となる

! こうした体制の確立は、本家FOSS4Gを運営するためにも絶対
に必要であるため、今年度はその基盤をつくる



  

予算（案）
! 収入の部

! 会費収入　1,065,000円（3口4社、1口3社＋個人会員20名）
! 物品販売　　100,000円（イベントでのグッズ販売）
! 講習会　　　400,000円（農水セミナー、ハンズオンセッション）
! 雑収入等　　　5,000円　　　　　　　合計1,570,000円

! 支出の部
! イベント開催　700,000円（招聘費、講師謝金、物品販売含む）
! 活動支援費　　120,000円（1万2千円×10名）
! 講習会費　　　  60,000円（日当等）
! 事務局費　　　  24,000円（切手、振込、電話、印刷等）
! 交通費等　　　100,000円（国内移動）　合計1,004,000円

! 収支
! 566,000円の「黒字」→　本家FOSS4Gのための積み立て



  

予算案説明
! イベント開催は、前年度を踏襲する
! 活動支援の費用として、理事、監事、運営委員を対象に、年額
1万2千円を支給する（仕事の一環として動ける人は辞退）

! 活動の活発化に伴い、事務局で発生する諸経費（従来はオーク
ニーが全部負担）も増額するため、実費相当額として年額2万4
千円をオークニーに支払う

! 各地のイベント、セミナーでの普及活動に伴う移動交通費を予
算化する

! 本家FOSS4Gの開催時には、会場の確保のための前払い金が相
当額発生するため、繰越金については、それを意識して積み立
てる



  

予定されているイベント
! FOSS4G 2010

! 9月6～9日バルセロナ
! FOSS4G Tokyo/Osaka

! 主催イベント
" 東京は10月3１日～11月1日、大阪は11月5～6日

! 地理学会秋期学術大会
! 10月2～4日名古屋大学（15分間の説明）

! GIS学会
! 分科会、10月23～24日に立命館大学で（内容未定）

! G空間Expo
! 9月、内容未定（ジオメディアサミットの中で何か）



  

その他の活動予定
! QGISセミナー

! 6月15日に実施済み
" 農林水産研究情報総合センター（つくば）で
" 参加者17名

! FOSS4Gハンドブック
! 植村さんのコーディネートで執筆企画中

! OSGeo財団日本支部の説明パンフ作成
! 英語と日本語表記（FOSS4Gバルセロナで配布！）



  

役員改選
! 理事・監事

! 古橋さん以外は改選です。
" 全員留任でいかがですか？

! 運営委員
! 会則に書かれた公式な役職ではありませんが、会の
運営を担う中心メンバーです。
" 4月以降に既に出入りがありました

! 小栗さんが辞任
! 山手さん、勝部さん、清野さんが就任
! パイプデザインの邑楽さんに打診中

" 現在12名；理事、監事職含む
! 森、井上、林、ラガワン、古橋、嘉山、岩崎、吉田、若狭、山
手、勝部、清野



  

組織強化
! 増加するイベントに対応する

! イベント担当
" 主催イベントの負担分散
" 参加イベントの組織運営ルール確立

! 定常業務の増加に対応する
! 実務担当者の設置

" 会計事務と会員管理をしっかりする→井上さんに委託
" HPのコンテンツメンテナンスをタイムリーにする


